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＜連絡事項＞

・8/13の田名部先生診察は実施します。処方のみ前日までに依頼して下さい。

＜患者様連絡事項＞
・下記の患者様（2名）の2回目コロナワクチン接種実施しています。
　三浦　綾子様、吉田　和真様
・竹洞　総子様～臨時薬同内容で7日分処方となっています。
・坂本　福子様～本日、弟様来院し現金2万円受け取り行っています。
・金　留示子様～知人から多量の菓子の差し入れがあります。一部茹でトウモロコシ等の総菜が含まれていたため、本人へは差し入れ依頼の際に気をつけるよう説明しています。

・ワクチン副反応患者様～下記患者様が37.5℃以上の発熱あり。本日昼のみカロナール（200）2錠処方となっています。
畑中　成夫様、成田　早希様、澤田　裕也様、袴田　隆裕様

・居室変更
竹洞　総子様　　303号室→308号室　　　三浦　綾子様　　308号室→303号室
吉田　和真様　　307号室→403号室　　　五日市　規様　　403号室→307号室
＜要注目患者様＞
・五日市　規様～妄想に左右され、9：00頃に荷物を持ち単独で1階へ降りる事があり介入。「妻が診察室にいる」と訴えていますが再三の説明で病棟に戻り、以後は離れる行動は見られません。日課は行っていますがプログラムは拒否しており、「病院の職員に騙される」「死んだことにしてくれ」等の訴えあり。居室の変更を説明していますが拒否見られており、時間をおいて数回説得。16：30に4階から3階の部屋へ居室変更しています。引き続き、精神状態の観察と所在の確認をしていきましょう。

・森　ひで様～妄想に左右された発言なく、余暇はホールで他者と交流みられています。
食事も全量摂取。朝食後から離床した状態で過ごしている為、臥床して休む時間を作るよう説明していますが、「寂しい」と訴えスタッフコール頻回。特定患者様を拘束している様子も見られる為、互いに休息が必要である事を再三説明しています。褥瘡予防の悪化に努めながら、離床を促していきましょう。
・金　留示子様～朝食後から倦怠感・眩暈を訴えており臥床。夜間同室者の物音により睡眠確保できていない事を訴え、同室者の居室変更を希望。イライラ感を訴え14：50ロラゼパム（0.5）1錠服用しています。同室者への介入・環境調整後は不満の訴えはありません。
・コロナワクチン接種患者様
　　摂取部位の疼痛、倦怠感、発熱症状が出現している患者様多数。体調確認を継続し、必要時には主治医へ情報提供し臨時薬処方を依頼していきましょう。

＜金Ｄｒ診察情報＞
・井上　和美様～冷え性は良くなってきたと訴えています。アリピプラゾールの減薬希望しており、来週まで現在の状態を維持出来たら検討すると説明受けています。
・坂本　福子様～「調子がこの頃良くない。うつ状態が続いている」と訴え、状態として他者と話しをしたくない、視線を合わせたくない、自分の悪い部分ばかり考えてしまう等訴えています。フェルビナクスチック1本処方。
・吉田　和真様～本日コロナワクチン2回目接種実施。15分経過後も不調の訴えはない。生活に困っている点はないが、現金が1700円程しかない為、現金の引き落としに出掛けたいと希望する。
・十日市　利喜様～腰痛は軽減していると話しており、頓服の処方継続の希望はない。
・角濱　義弘様～調子の悪い状態は継続しており、身体が動かないと訴える。ホールで過ごす時間を延ばすようスタッフから言われたが、辛いと訴える。

※臨時薬は同内容で継続処方となっています。
